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Respice Stellam, Voca Mariam ! 

 

～私たちのしていることは大海の一滴にすぎないと感じています。 

けれど、もしその一滴がなければ、海はその一滴分、確かに少ないということです。～マザー・テレサ 

 

   ルワンダでの義肢製作の継続支援 

2023 年 7月 10日（月）、明星創立 125年周年

を記念して開催された講演会でご講演くださったガテ

ラ・ルダシングアさんと真美さんが運営するムリンデ

ィジャパン・ワンラブ・プロジェクトを継続支援しま

す。活動場所が洪水の被害に遭い、追い打ちをかける

ように作業場の強制撤去、そしてコロナの影響などの

試練が重なり、２００２年から続けていた田舎に住む

障害者に義足を渡す巡回診療が、５年以上中断してい

るそうです。田舎にはまだ義足を履いたことがない、

それどころか義足を見たことがない上下肢障害者がた

くさんいるそうです。その方々の義足や杖を作り、社会復帰を促し、自立の機会を増やすために

支援をします。ご協力ください。  

若王寺こども食堂ボランティア活動報告 

2024年12月21日（土）、若王寺こども食堂のクリスマス会のボランティアに行きました。

参加した生徒のみなさんの感想を紹介します。 

  

○若王寺こども食堂のスタッフの皆様や百合学院の皆様の率先して動く姿を見て、私も子ども

たちやその保護者の方々のために積極的に奉仕活動をしようと思いました。今年で7回目のク

リスマス会だということなので、若王寺こども食堂の歴史の長さを感じました。 

  

○今回のこども食堂は7月ぶりの開催でした。沢山の方が来ており、とても賑わっていて楽し

かったです。こども食堂ボランティアは2回目ですが、また行きたいと思いました。 

 

○僕はこども食堂のボランティアに参加するのは2回目ですが、今回のこども食堂に行って、

改めて、とてもフレンドリーで温かい場所だなと感じました。また、参加された方々が笑っ

て、楽しんでいたのがとても印象的でした。 

 

○今年もこども食堂のクリスマス会に参加して、去年とはマジックをする形式は違って、マジ

ックのテーブルに来てもらう形式だったけれど多くの子どもたちや、学校長の野中先生に来て

もらえました。次回のこども食堂にも参加しようと思いました。 

 

 



 

○今回、子どもたちにジュースを配るお手伝いをしました。子どもたちのジュースが足りなく

なった時にすぐに対応できなかった時があり、次回は効率よく動けるようにしたいと思いまし

た。食事を摂っている子どもたちの笑顔を見ると私まで楽しい気持ちになり元気をもらえまし

た。 

 

○初めて若王寺こども食堂のボランティアをさせていただきました。想像以上に参加人数も多

くて、スタッフの方々、百合学院の生徒と役割を分担しながら、一人一人が自分に今出来るこ

とはないか、と率先してボランティア活動を行っていたと感じました。多くの子どもたちが楽

しんでくれている実感があり、とてもやりがいを感じました。 

 

○カトリック研究部として初めてボラティアをさせていただきました。最初は何をしたらいい

のかわからなくて積極的に行動できませんでした。しかし、後半になるにつれて、机を拭いた

り、机の上にある物を下げたりすることを積極的にできるようになりました。人の手伝いを積

極的にできるようになると楽しかったのでもう一度やってみたいと思いました。 

  

○今回のこども食堂は高校生活最後のボランティアでした。コロナ後からずっと行かせてもら

い、楽しく活動させて貰いました。改めてこれまでの活動を振り返って沢山の子どもたちと関

わり、自分に出来る人の役に立つことはとても嬉しい事だと感じました。 

 

                                 

                                                                                                          

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２月６日（木）保護者会募金  

雪が舞う強風の中、保護者会募金を行いました。とても寒かっ

たですが、ボランティアの皆さんの｢小鳩会募金をよろしくお願

いします。｣という声には熱い想いが込められていました。多く

の保護者の方々が足を止めて、お応えくださいました。また、下

校時の生徒の方も募金してくださる姿を目にしました。今回はペ

シャワール会（アフガニスタンの医療・灌漑事業支援）と子ども

の緩和ケア施設であるチャイルドケモハウス（神戸市）と

TSURUMI こどもホスピス（鶴見区）に献金をさせていただきま 

した。ご協力ありがとうございました。 

 

 

  

 ボランティア募集 

3 月 20日（木・祝）に、「若王寺こども食堂」（JR東西線塚口駅集

合予定）のボランティアを計画しています。参加希望の高校生（クラ

ブ単位での参加の場合は中学生も可）は、3/1４までに職員室の高校

側扉入ってすぐの宗教部・佐々木先生の机上の申込用紙に必要事項を

記入してください。 

 

 

◆今回の献金期間◆ 

３月５日（水）～３月１５日（土） 

小鳩会委員は、担任の先生と相談して、献金期間のうち都合のよい機会を活用してクラス献金

をお願いします。 

◆今回の献金先◆ 

●ムリンディジャパン・ワンラブ・プロジェクト･･･ルワンダでの義肢製作支援 

●カリタスジャパン･･･能登地震災害復興支援 

 


